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1-1．これまでの検討経緯 （協議会での取り組み）

・交通基礎データの共有・意見交換、主要渋滞箇所抽出の考え方
・主要渋滞箇所（素案）の決定、パブコメ等を含めた地域の主要渋滞箇所の特定 等

第1～4回
協議会

（H24.6～12）
主要渋滞箇所（115箇所）の公表 （H25.1.24）

※山形エリア49箇所・米沢エリア20箇所・鶴岡エリア13箇所

H24年度

H25年度 ・渋滞対策の基本方針（素案）の検討･･･基本方針・今後の進め方第1回協議会
（H25.7.2）

エリア別ＷＧ
(H26.3～H27.6)

H26年度
H27年度

H28年度

・山形、米沢、鶴岡の各エリアでWGを実施。各エリアの意見交換 等

第1回協議会
（H28.8.25）

・主要渋滞箇所の解除審議（本町・道の駅｢河北｣前交差点・平京田・出羽大橋）
・大規模店舗周辺の速度変化について 等

第1回協議会
（H29.7.28）

・主要渋滞箇所の解除方針について ・各地域WGの検討状況について
・地域特有課題への対応について 等

H2９年度

第1回協議会
（H27.9.7）

・主要渋滞箇所の解除審議（大野目・門伝・今泉）
・エリアWGにおける検討課題と今後の進め方 3箇所解除：計112箇所

4箇所解除：計108箇所

地域別ＷＧ
（H29.2～3）

・置賜、村山、最上、庄内地域へとＷＧを拡大、検討経緯､今後の進め方等

エリア別ＷＧ
（H28.7.22 , 29） ・最新データを用いた現状確認・課題箇所の共有、各エリア毎の意見交換等

第1回協議会
（H30.7.30）

・主要渋滞箇所の解除方針 ・今後対応を検討する道路交通の課題
・今年度実施する渋滞対策の内容 等

H30年度

地域別ＷＧ
（H30.2～3）

・主要渋滞箇所の解除方針 ・地域WG意見とりまとめ方針
・地域特有の課題「３つの柱」の進め方 等
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平成30年度

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

山形県渋滞対策
推進協議会 本日

（7/30）

1～2月
(年度末)

■渋滞対策推進協議会の進め方(案)
○効率的・効果的に渋滞対策を推進していくために、平成30年度から年２回開催することを基本とする。

・1回目：従来どおり、渋滞対策方針の報告等
・2回目：当該年度に実施した対策を振り返る等、1年間の取組を総括

○道路利用者団体との連携推進
・平成30年度よりタクシー・ハイヤー協会とも連携を強化

○従来の対策に加え、ピンポイント対策の積極的実施
・全方向の対策とならずとも、1方向でも対策推進
・渋滞解消とならずとも、緩和・利用者の実感を得られるよう推進

1-2．渋滞対策推進協議会の進め方(案)

※地域WG：渋滞対策推進協議会の開催回数変更により、適切かつ効率的な時期に設定し開催予定。
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観点③休日の渋滞
観点①継続的な渋滞

（通常期）

地域の実情に応じた渋滞箇所 （対象は県道以上の交差点を基本）

観点②冬期の渋滞

●年間を通じて朝・夕
ピーク時平均旅行速度
が20㎞/h以下

かつ

●昼間12時間の渋滞継
続時間が120分以上

●広域幹線道路（直轄国
道および補助国道）を
対象

●冬期の速度低下率が
50％以上

●大規模商業施設周辺を
対象

●休日ピーク時平均旅行
速度が20㎞/h以下

かつ

●昼間12時間の渋滞継
続時間が60分以上

Ｈ
23
年
度
デ
ー
タ

（
Ｈ
23
年
５
月
～
Ｈ
24
年
4
月）
で
評
価

Ｈ24年度
渋滞協

パブリックコメント（Ｈ24年
度実施）による指摘箇所

・指摘箇所は、市町村道を含め
指標による検証を実施

・利用者意見を重視し、複数件
の指摘箇所は、指標を概ね満
たしているかを確認

２０３箇所

２０区間
※２７箇所を含む

２０箇所
２５区間（４５箇所）＋２３箇所

３エリア

１１５箇所

エリア・区間に含まれない

H25.1.24
公表

1-3．主要渋滞箇所抽出の流れ

○主要渋滞箇所は、県内全体で１１５箇所が抽出
○「観点①継続的な渋滞（通常期）」、「観点②冬期の渋滞」、「観点③休日の渋滞」の３つの観点からそ

れぞれ評価指標を設定し、「主要渋滞箇所」として抽出・公表

※H29渋滞協資料より抜粋
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●H24年度公表時（H25.1.24）

【観点①】
通常期

【観点②】
冬期

【観点③】
休日

合計

村山 50 4 2 56

うち山形エリア (45) (2) (2) (49)

置賜 17 6 1 24

うち米沢エリア (15) (4) (1) (20)

庄内 19 3 3 25

うち鶴岡エリア (12) (0) (1) (13)

最上 2 8 0 10

合計 88 21 6 115

●H29年度（H29.7.28渋滞協開催時）

【観点①】
通常期

【観点②】
冬期

【観点③】
休日

合計

村山 49 2 2 53

うち山形エリア (44) (1) (2) (47)

置賜 15 6 1 22

うち米沢エリア (14) (4) (1) (19)

庄内 17 3 3 23

うち鶴岡エリア (12) (0) (1) (13)

最上 2 8 0 10

合計 83 19 6 108

○県内主要渋滞箇所１１５箇所のうち７箇所が解除※となり、今現在は１０８箇所
○主要渋滞箇所は、地域別では村山地区が多くその多くが山形エリアが占める。置賜・庄内地区においても、米沢・鶴
岡エリアが占める割合が高い

※ 参考：解除箇所
○Ｈ２７年度解除：３箇所
・山形市：大野目交差点
・山形市：門伝交差点
・長井市：今泉交差点

○Ｈ２８年度解除：４箇所
・米沢市：本町交差点
・河北町：道の駅｢河北｣前交差点
・鶴岡市：平京田交差点
・酒田市：出羽大橋交差点

○Ｈ２９年度解除：０箇所

■主要渋滞箇所数一覧表（地域毎抽出観点別内訳表）

1-4．主要渋滞箇所の内訳

※H29渋滞協資料より抜粋
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地域ＷＧ体制

山形ｴﾘｱＷＧ

米沢ｴﾘｱＷＧ

【最上地域ＷＧ】

【村山地域ＷＧ】

【置賜地域ＷＧ】

【自治体構成】
・新庄市・金山町・最上町

【自治体構成】
・山形市・天童市・東根市・尾花沢市・村山市
・寒河江市・中山町・河北町・上山市

【自治体構成】
・米沢市・長井市・小国町・飯豊町
・南陽市・高畠町

○これまで面的に渋滞箇所が多い「山形・米沢・鶴岡」においてエリアWGを設置
〇H29.2からは全県をカバーするように、「村山・最上・置賜・庄内」地域WGへ拡大

※自治体構成：順不同

鶴岡ｴﾘｱＷＧ

●山形都市圏
・山形中山道路、霞城改良、下条歩道など渋
滞状況を共有しながら整備を推進

・各機関連携のもと、都計道を中心としたネッ
トワーク 化を推進

●米沢都市圏
・東北中央道（福島大笹生IC～北米沢IC）
開通後に渋滞状況把握
・中心部におけるソフト対策 など議論

【庄内地域ＷＧ】
【自治体構成】

・鶴岡市・酒田市・三川町・庄内町・遊佐町

●鶴岡都市圏
・中心部におけるソフト対策 など議論

1-5. 【参考】 地域ＷＧ体制

(H30.2.14開催)

※開催年月日：H29.2.24、H30.2.15

(H30.2.20開催)

※開催年月日：H29.2.22、H30.2.20

※開催年月日：H29.3.7、H30.3.9

※開催年月日：H29.2.27、H30.2.14

組織図
渋滞協

最上地域
WG

村山地域
WG

置賜地域
WG

庄内地域
WG



２ 主要渋滞箇所の解除方針
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2-1．主要渋滞箇所の解除フロー見直し（案）

主要渋滞箇所として、
対策実施・モニタリングを継続

主要渋滞箇所からの解除候補
（渋滞協で示したうえ判定）

Yes

No

渋滞緩和の要因が明確か？
（対策の効果が発現している場合等）

山形県内の主要渋滞箇所

特定要件に基づきETC2.0プローブデータによる速度分析

対策の実施有無等により要因を確認（現地・周辺道路ＮＷの確認等含む）

Yes

No

3年以上継続して
渋滞緩和＊

Yes

No

■主要渋滞箇所 解除フロー見直し（案）

※H29渋滞対策推進協議会資料をもとに、一部加筆等（青）

○H29渋滞協において、主要渋滞箇所の抽出基準を満たさない箇所が複数見られることを受け、解除フローの見直しを
検討（データ上の自然解消等を考慮）

○H30.2～3地域WGにおいて、主要渋滞箇所解除フローの見直しについて協議・了承
※今後、主要渋滞箇所の解除は、渋滞の要因となる方向の道路管理者により現地確認を踏まえて判断する

特定要件を満たさなくなる

No

渋滞原因方向の道路管理者等による
渋滞緩和・解消の確認
（現地確認・渋滞長調査等）

Yes ＊3年に1度起こるような特殊な気象条件等が、偶然連続し
て起こる確率が5%を下回るために必要な期間
（統計学では、 「確率的に偶然ではない」とする基準を5%程
度として定めることが一般的）

解除条件①
・ETC2.0プローブデータで抽出条件非該
当（対策後、最新データ１年間分で検討）

・改善傾向が見られ、現地確認でも渋滞が
発生していないこと

・自治体等による渋滞緩和・解消の現地確
認がなされていること。

解除条件②
・観点①通常期、観点③休日については、

H25.1.24公表時の元に使われた抽出方
向だけでなく、全方向の解消をもって解除

・観点②冬期については、H25.1.24公表

時の元に使われた抽出方向の解消をもっ
て解除

＊ ただし、観点②冬期により抽出された箇所は、抽
出時の基準となる平成23年度と概ね同程度以

上の累積降雪量となる年度のデータにおいて、
抽出基準を満たさない場合に解除する。
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2-2．これまでの解除箇所の推移について

時点 プローブデータの速度集計期間

主要渋滞箇所特定時 平成23年度（H23.5～H24.4） ※H23.4は震災直後のため対象外

今回見直し時 平成29年度（H29.4～H30.3）

主要渋滞箇所の選定要件を満たしている箇所（H28年度データ）

山形県内 １０８箇所 （H29：解除候補なし）

主要渋滞箇所の選定要件を満たしている箇所（H27年度データ）

山形県内 １０８箇所 （H28 : ４箇所を解除）

主要渋滞箇所の選定要件を満たしている箇所（H23年度データ）

山形県内 １１５箇所（H25.1.24公表時）

主要渋滞箇所の選定要件を満たしている箇所（H26年度データ）

山形県内 １１２箇所 （H27 : ３箇所を解除）

○山形県内における主要渋滞箇所の速度変化をモニタリング

主要渋滞箇所の選定要件を満たしている箇所（H29年度データ）

山形県内 １０7箇所 （H30：1箇所を解除候補として選定）

※H29渋滞対策推進協議会資料をもとに、一部追加修正等
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2-3．主要渋滞箇所の解除候補

№. 交差点名 市町村
渋滞
タイプ

完了時期 対策内容 解除要因

38
県道24号
清池交差点

天童市 通年
H29.3
完了

右折レーン延伸
（県道側）

対策実施による
渋滞緩和

○今回の主要渋滞箇所解除候補：対策実施による渋滞緩和 １箇所
○下記箇所は、現地調査による渋滞緩和・解消の確認を行い、現地でもその状況を確認済

■H30 主要渋滞箇所 解除候補箇所（案）
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対策内容と評価（渋滞解消or継続）

①清池交差点（天童市） 渋滞タイプ:継続的な渋滞（観点①）
抽出方向:④方向（県道24号）

■県道24号 清池交差点改良（平成２９年３月完了）
【位置図】

対策前の問題

：抽出方向

清池交差点

【④方向:対策前】

至 山形市

至 新庄市

至

寒
河
江
市

至

山
寺

【④方向:対策後】

至 寒河江市

至 山寺

至 山形市

至 新庄市

至 山形市

至 新庄市

至

寒
河
江
市

至

山
寺

至

寒
河
江
市

至

山
寺

対策前

右折レーン延伸により
信号待ち回数が減少

右折車線
40m

右折車線
80m

▼抽出方向の指標値
（ピーク時速度・渋滞継続時間）の変化

720 

75 

12.9 

17.2 

0

200

400

600

800

0

10

20

30

40

H23年度 H29年度

渋
滞
継
続
時
間

ピ
ー
ク
時
速
度

渋滞継続時間 ピーク時速度

(km/h) (分)

④方向(天童寒河江線)

13

右折レーンが短く、右折車
が直進車を阻害

至 寒河江市

至 山寺

対策後

④方向：渋滞継続時間が720分→75分に短縮
⇒解除条件を満たしたため、主要渋滞箇所

から解除することとしたい
※他の3方向も問題無し

右折レーン延伸

解除条件 ：対策前後において、
ピーク時速度：20km/h以上

もしくは渋滞継続時間：120分以下

120

県道24号

県道24号 県道24号

国
道
13
号

国
道
13
号

抽出方向
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①清池交差点（天童市） 渋滞タイプ:継続的な渋滞（観点①）
抽出方向:④方向（県道24号）

■各方向のピーク時速度・渋滞継続時間の変化

720 

75 

12.9 

17.2 

0

200

400

600

800

0

10

20

30

40

H23年度 H29年度

渋
滞
継
続
時
間

ピ
ー
ク
時
速
度

渋滞継続時間 ピーク時速度

(km/h) (分)

0 0 

34.1 33.8 

0

200
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600

800

0
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40

H23年度 H29年度

渋
滞
継
続
時
間

ピ
ー
ク
時
速
度

渋滞継続時間 ピーク時速度

(km/h) (分)

45
0 

21.25
24.1 
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続
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ピ
ー
ク
時
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度

渋滞継続時間 ピーク時速度

(km/h) (分)

0 0 

26.9
30.7 

0
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H23年度 H29年度
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続
時
間
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ー
ク
時
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度

渋滞継続時間 ピーク時速度

(km/h) (分)

①

②

③

④

丸増
ベニヤ

右折車線
30m⇒90m

(H29.3)

右折車線
40m⇒80m(H29.3)

キャタピラー
東北山形

右折車線
44m⇒97m
（H24.11）

県道24号

国
道
13
号

県道24号

国
道
13
号

至 山形市

至 新庄市

至 寒河江市 至 山寺抽出方向
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2-4．解除候補の見通しリスト

№.
交差点名 市町村

渋滞
タイプ

完了時期 対策内容
解除

時期案

12 国道13号 花沢交差点 米沢市 冬期

H29.11
完了

東北中央自動車道
（福島大笹生IC～米沢北IC）

H31年度

66
国道13号 中田町交差点

（国道13号分岐）
米沢市 冬期

67
国道13号 中田町交差点

（県道米沢浅川高畠線）
米沢市 冬期

68 国道13号 米沢駅東口入口交差点 米沢市 通年

52 国道7号 大宮交差点 酒田市 通年 H30.3
完了

余目酒田道路 H31年度
57 国道47号 余目土堤下交差点 庄内町 通年

42 国道13号 下新田交差点 尾花沢市 通年
H30.4
完了

東北中央自動車道
（大石田村山IC～尾花沢IC）

H32年度

■対策済み・対策予定箇所（次年度以降の解除候補箇所案）

○ 以下の交差点では対策が完了しており、今後のモニタリング結果等を踏まえたうえで、次年度以降の
解除を検討
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東北中央自動車道
（尾花沢～大石田村山）

No.42 国道13号 下新田交差点（尾花沢市）

（東北中央自動車道[大石田村山～尾花沢]）

No.68 国道13号 米沢駅東口入口交差点（米沢市）

（東北中央自動車道[福島大笹生～米沢北] ）

No.12 国道13号 花沢交差点（米沢市）

（東北中央自動車道[福島大笹生～米沢北] ）

No.67 国道13号 中田町交差点[米沢浅川高畠線]（米沢市）

（東北中央自動車道[福島大笹生～米沢北]）

No.66 国道13号 中田町交差点[国道13号分岐] （米沢市）

（東北中央自動車道[福島大笹生～米沢北] ）

No.57 国道47号 余目土堤下交差点（庄内町）

（余目酒田道路）

■対策済み・対策予定箇所 位置図
（次年度以降の解除候補箇所案）

エリア

区間

箇所

【 凡例 】

＜主要渋滞箇所＞

東北中央自動車道
（米沢北～福島大笹生）

余目酒田道路

2-5．解除候補箇所の見通しリスト

No.52 国道7号 大宮交差点（酒田市）

（余目酒田道路）



3 今後対応を検討する道路交通の課題

16
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3-1．地域特有の課題 「4つの柱」

○H29渋滞協において、主要渋滞箇所として抽出される観点①②③以外に山形県の地域特
有の課題『３つの柱』を設定し、課題解決のための検討を進めていくことを提案・了承

○山形県においては、高速道路等の開通が相次いでいる。
・H30には新たに「高速道路の整備に伴う周辺の道路交通の課題」の検討も追加し、

「４つの柱」として取り組む

課題①冬期の低速走行区間の拡大
・市街地部等の慢性的・面的な低速走

行区間による渋滞の発生

課題③大型店舗等立地による
低速走行区間の拡大

・大規模店舗への消費者集中による面的
な渋滞の発生

地
域
特
有
の
課
題

（
4
つ
の
柱）

・冬期情報提供による需要抑制・分散
・除雪効率化・除雪渋滞対策
・走行性の高い道路整備

・県警等との連携によるソフト対策
・施設管理者との協力・連携

・観光関連団体との連携による「観光者目
線」での渋滞対策

・ソフト対策による交通需要マネジメント 等

課題 対応の方向性（案）

※低速走行区間：平均旅行速度20km/h未満の区間

課題④高速道路の整備に伴う
周辺の道路交通の課題

・高速道路整備後の広域的な交通状況の
分析

・上記分析に基づいた対策検討 等

※次頁以降、取り組み代表事例紹介
※今後、各地域WGで代表課題を決め取り組んでいく（第2回渋滞協で報告予定）

特別豪雪地帯の
占める割合が全
国１位

背景

インバウンド観光
進展による「観光
立県」の推進

課題②観光渋滞
・観光地等へ局所的かつ短時間に利用
が集中することで発生する渋滞

千世帯あたり自
動車保有数量全
国１位

県内で相次ぐ高
速道路の開通
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3-2．地域特有の課題① 「冬期の低速走行区間の拡大」

50%以上

30％以上50％未満

10％以上30％未満

10％未満

データなし

速度低下率 凡例

※冬期の乾燥時と比較した
速度低下率

※ETC2.0プローブデータより算出(H28.11～H29.4）
路面状況は除雪日報より判定

○冬期の低速走行区間は、市街地部等で面的に発生、幹線道路においても積雪時には道路構造等により慢性的な速
度低下が発生

○「幹線道路」国道１３号鳥上坂（南陽市）における速度低下の分析を実施
○H30対策実施：下記図示の区間を「H30登坂車線整備」事業化（速度低下の分析も考慮）

＜その他想定される対策メニュー案＞
■大型車ドライバーへの情報提供、啓発

・大型車へのチェーン装着呼び掛け（峠部での注意喚起啓発
チラシの拡大）

・凍結が予想される際のサイン（電光表示など）
■速度低下要因箇所に対する凍結抑制対策

・岩部山トンネル起終点信号交差点への凍結抑制舗装（グ
ルービング）

・川樋付加車線部信号部への凍結抑制舗装（グルービング）
■速度低下要因箇所に対する道路構造の改変

・鳥上坂起点部、旧道合流部の改変 など

H30登坂車線整備事業箇所

速度低下

■路面状況別の速度低下状況の分析
①乾燥時と比較して、湿潤及びシャーベット路面では30％未満の速度低下
②圧雪時は岩部山トンネル米沢側交差点から米沢側まで30％以上の速度低下が発生
③特に、鳥上坂区間では、圧雪時の速度が乾燥時と比較して50％以上低下する
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■南陽市 南陽登坂車線整備 ［山形県］

・平成３０年度の事業内容 ： 調査設計を実施

【現況写真】

調査設計
改良工事

至秋田

至福島

N

国道13号
南陽登坂車線整備
なんよう

3.50 3.500.75 0.75

8.5

【計画図】

登坂車線整備により高速車と低速車を分離し、交通事故の削減及び交通の円滑化を図る。

2.00 3.00 3.50 3.50

登坂車線

12.75

0.75

12.75

至秋田

至福島

国道１３号 南陽登坂車線整備 （南陽市）【H30年度新規事業】
な ん よ う
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3-3．地域特有の課題② 「観光渋滞」

■【参考】隣県（宮城県）と取り組んでいる事例 ～国道48号 さくらんぼ渋滞対策～

【TDM施策】

時間の
変更

ルートの
変更

入園割引等の
インセンティブ施策

○Ｈ２９渋滞協において、『観光渋滞』を「観光地やイベント会場等に県内外からの観光客による交通が
局所的・短時間に集中することで発生する渋滞」と定義。

○観光団体等により挙げられた要望を、観光地とイベントに分類。
・観光地：山形県の観光者数調査で観光地として設定され、年間を通じて一定のエリアで発生している渋滞
・イベント：定例イベント開催時および特定の観光シーズン（ＧＷ・お盆等）等のみにおける渋滞

○H30対策実施済み：【国道48号 さくらんぼ渋滞対策】TDM施策、インセンティブ施策の継続実施
〇H30対策実施予定：【赤川花火大会時の渋滞対策】 上記取組の水平展開(後述)
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○大型店舗等による低速走行区間の拡大が懸念される箇所において、具体的な取り組みに向け推進（立地前・後）
・立地後対策事例：山形徳洲会病院（山形市）

○市街地では、大型店舗が渋滞要因と特定できないこともあることから、検討対象箇所を各道路管理者と再調整、再
設定予定

○今後H31以降取り組む候補箇所のリストアップを行い、第２回渋滞協で報告予定

3-4．地域特有の課題③ 「大型店舗等立地による低速走行区間の拡大」

■大型店舗等による低速走行区間の主な最近の対策事例

店舗名 市町村 開店時期 店舗面積 主な対策

山形徳洲会病院周辺
※P22に事例紹介

山形市 平成16年9月
29,265,43㎡

(延床面積)

道路空間の再配分、右折レーンの設置

⇒H29.10.27完了

※イオンモール天童周辺：①（市）清池南小畑線H29.8開通、②（市）矢野目高擶線H30.4開通（①の延伸）
やのめたかだましょうげみなみおばた
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20,000

2,500

500

2,7502,750
500

2,5002,7502,750

500

2,500

S=1: 200

【立地後対策事例】 道路管理者による右折レーン設置対策事例（山形県山形市）

○（主）山形上山線（山形西バイパス）より山形徳洲会病院へ北進右折で進入する車両が本線上で停止することにより、
後続車両の混雑や追突事故の危険が生じていた

○県警、地元町内会、病院等で協議を行い、歩道改良工事に併せて道路空間の再配分を行い、右折レーンを設置

N 国土地理院地図

山形
徳洲会病院

北進車線へ右折
レーンを設置

20,000

3,500

500

3,0002,750
500

2,7503,000

500

3,500

マウントアップ
形式

セミフラット
形式

植樹帯
W=1.0m

至 天童市

至 上山市 至 山形市街

山形十小

＜整備後の状況＞

：主要渋滞箇所
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3-5．地域特有の課題④ 「高速道路の整備に伴う周辺の道路交通の課題」

③東北中央自動車道
（尾花沢～大石田村山）

エリア

区間

箇所

【 凡例 】

＜主要渋滞箇所＞

④東北中央自動車道
（米沢北～福島大笹生）

①余目酒田道路

○山形県においては以下のとおり
高速道路等の開通が相次いでいる

①余目酒田道路（庄内町廻館～酒田市新堀）
：H30.3.18開通

②新庄古口道路（戸沢村津谷～古口）
：H30.7.15開通

③東北中央道（ 尾花沢IC 〜大石田村山IC）
：H30.4.15開通

④東北中央道 （福島大笹生IC〜米沢北IC）
：H29.11.4開通

○中でも、大規模開通した東北中央道
（福島大笹生IC〜米沢北IC ）に着目し、
米沢市街地の混雑状況を分析

②新庄古口道路

米沢市街地

＜参考＞上記開通区間の交通量（7月期）

出典：トラフィックカウンターデータ（速報値）

区間 IC間 日平均交通量 期間

① 庄内町廻館～酒田市新堀 約5,900台/日 （7/1～7/31)

② 戸沢村津谷～古口 約2,700台/日 （7/16～7/31）

③ 尾花沢IC～大石田村山IC 約9,700台/日 （7/1～7/31）

④-1 福島大笹生IC～米沢八幡原IC 約9,200台/日 （7/1～7/31）

④-2 米沢八幡原IC～米沢中央IC 約7,400台/日 （7/1～7/31）

④-3 米沢中央IC～米沢北IC 約6,500台/日 （7/1～7/31）
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3-5．地域特有の課題④ 「高速道路の整備に伴う周辺の道路交通の課題」

○高速道路整備に伴う混雑状況を把握するため、米沢市街地の以下の2路線を分析
・米沢中央ICと市内を結ぶ路線 … R121～県152～県１
・米沢八幡原ICと市内を結ぶ路線… 県233～県232～市道

道の駅 米沢

米沢中央IC

米沢八幡原IC
【主要渋滞箇所】

：主要渋滞箇所

①

②

E13

米沢駅

南米沢駅

西米沢駅

市役所

松ケ岬公園

上杉家廟所

①

②
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3-5．地域特有の課題④ 「高速道路の整備に伴う周辺の道路交通の課題」

２路線の速度分布

【出典】ETC2.0プローブデータ
開通前 H29.5.13～21平日（朝[7時～9時]・夕[17時～19時]ピーク時）
開通後 H30.5.12～20平日（朝[7時～9時]・夕[17時～19時]ピーク時）

平日

開通後

道の駅 米沢

米沢中央IC

＜凡例＞

：20km/h未満

：20～30km/h

：30km/h以上

：主要渋滞箇所

R121～県152～県１

○東北中央道開通前後の速度分布の分析 【平日】
・ 路線、 路線とも、開通後の速度低下区間が拡大している。

＜速度低下の拡大区間＞
R121～県152～県１ ：「成島交差点以西」、「春日交差点～市役所間」
県233～県232～市道 ：「松ヶ岬公園周辺～相生橋西交差点間」

成島交差点

市役所

米沢駅

松ヶ岬公園

成島交差点

市役所

米沢駅

松ヶ岬公園

春日交差点 春日交差点

相生橋西
交差点

相生橋西
交差点

開通前

①断面

②断面

①断面

②断面

①

②

①

②

：速度低下の拡大区間

① ②

①

②
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2,800 3,700

30.9

18.3

0

10

20

30

40

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

開通前 開通後

7,700

10,700

3,700 3,600

22.5

13.7

0

10

20

30

40

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

開通前 開通後

9,800 9,300

3-5．地域特有の課題④ 「高速道路の整備に伴う周辺の道路交通の課題」

代表2断面の交通量と速度変化平日

○ピーク時の交通量と速度変化の分析（代表2断面） 【平日】
R121～県152～県１ 【①断面】：交通量が３２％増加し、速度が低下している。
県233～県232～市道【②断面】：交通量は微減（3％減）、速度が低下している。

①断面

②断面

【代表断面位置図】

①断面（R121～県152～県１）

②断面（県233～県232～市道 ）

32％増

低下

（台） （km/h）

低下

（3％減）

【出典】
交通量：開通前H29.5.13～21、開通後H30.5.12～20

平日12時間交通量（7：00～19：00）
（断面交通量情報 （財）日本道路交通情報センター)）

速 度：開通前H29.5.13～21平日、開通後H30.5.12～20平日

速
度

交
通
量

（台） （km/h）

速
度

交
通
量

ピーク時交通量

昼間12時間交通量

ピーク時最低速度
ピーク時：（平日7時～9時、17時～19時）

昼間12時間：7時～19時

①

②

①

②

微減
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通過交通, 
31.7%

通過交通, 
28.4%

それ以外, 
68.3%

それ以外, 
71.6%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

開通前 開通後

通過交通, 
36.3%

通過交通, 
46.8%

それ以外, 
63.7%

それ以外, 
53.2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

開通前 開通後

3-5．地域特有の課題④ 「高速道路の整備に伴う周辺の道路交通の課題」

車両の経路分析平日

○車両の経路分析 【平日】
・市街地に用のない「通過交通」が高い割合で混在している。

R121～県152～県１ 【①断面】 ：開通後の通過交通が約５割
県233～県232～市道【②断面】 ：開通後の通過交通が約３割

【代表断面位置図】

①断面（R121～県152～県１）

②断面（県233～県232～市道 ）

【出典】ETC2.0ブローブデータ 開通前：H29.5.13-5.21平日
開通後：H30.5.12-5.20平日

①

②
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3-5．地域特有の課題④ 「高速道路の整備に伴う周辺の道路交通の課題」

２路線の速度分布

【出典】ETC2.0プローブデータ
開通前 H29.5.13～21休日（11時～15時）
開通後 H30.5.12～20休日（11時～15時）

休日

開通後

＜凡例＞

：20km/h未満

：20～30km/h

：30km/h以上

：主要渋滞箇所

開通前

道の駅 米沢

米沢中央IC

R121～県152～県１

成島交差点

市役所

米沢駅

松ヶ岬公園

春日交差点

相生橋西
交差点

成島交差点

市役所

米沢駅

松ヶ岬公園

春日交差点

相生橋西
交差点

上杉家廟所

花沢交差点

花沢交差点

宮坂考古館
前交差点

①断面

②断面

①断面

②断面

①

②

①

②

：速度低下の拡大区間

○東北中央道開通前後の速度分布の分析 【休日】
・ 路線、 路線とも、開通後の速度低下区間が拡大している。

＜速度低下の拡大区間＞
R121～県152～県１：「成島交差点以西」、「春日交差点～市役所間」、 「花沢交差点～道の駅米沢間」
県233～県232～市道：「松ヶ岬公園周辺～相生橋西交差点間」、 「宮坂考古館前交差点～国道13号合流部」

① ②

①

②

宮坂考古館
前交差点
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3,900
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0
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0

2,000

4,000
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8,000

10,000

12,000

開通前 開通後

7,200

10,300

低下

3-5．地域特有の課題④ 「高速道路の整備に伴う周辺の道路交通の課題」

代表2断面の交通量と速度変化

【代表断面位置図】

①断面（R121～県152～県１）

②断面（県233～県232～市道 ）

44％増

休日

低下

（台） （km/h）

速
度

交
通
量

【出典】
交通量：開通前H29.5.13～21、開通後H30.5.12～20

休日12時間交通量（7：00～19：00）
（断面交通量情報 （財）日本道路交通情報センター)）

速 度：開通前H29.5.13～21休日、開通後H30.5.12～20休日

ピーク時交通量

昼間12時間交通量

ピーク時最低速度
ピーク時：（休日 11時～15時）

昼間12時間：7時～19時

休日○ピーク時の交通量と速度変化の分析（代表2断面） 【休日】
R121～県152～県１ 【①断面】：交通量が４４％増加し、速度が低下している。
県233～県232～市道【②断面】：交通量は微減（６％減）、速度が低下している。

①

②

（6％減）

微減

速
度

交
通
量
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通過交通, 
51.2%

通過交通, 
52.7%

それ以外, 
48.8%

それ以外, 
47.3%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

開通前 開通後

3-5．地域特有の課題④ 「高速道路の整備に伴う周辺の道路交通の課題」

車両の経路分析

【代表断面位置図】

①断面（R121～県152～県１）休日

通過交通, 
32.9%

通過交通, 
24.2%

それ以外, 
67.1%

それ以外, 
75.8%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

開通前 開通後【出典】ETC2.0ブローブデータ 開通前：H29.5.13-5.21休日
開通後：H30.5.12-5.20休日

②断面（県233～県232～市道 ）

○車両の経路分析 【休日】
・市街地に用のない「通過交通」が高い割合で混在している。

R121～県152～県１ 【①断面】 ：開通後の通過交通が約５割
県233～県232～市道【②断面】 ：開通後の通過交通が約２割

①

②



4 今年度実施する渋滞対策の内容

31



32

4-1．対策方針

○全国各県単位で、道路管理者、警察等から構成される渋滞対策協議会において、効果的な対策を検

討・実施
○この渋滞対策協議会とトラックやバス協会等の利用者団体との連携を強化し、利用者目線で対策箇

所を特定した上で、速効性のある渋滞対策を平成29年度(東北は平成30年度)より実施

○また、平成30年度よりタクシー・ハイヤー協会とも連携を強化

※平成３０年度道路関係予算概要（Ｈ30.1 国土交通省道路局・都市局）より抜粋

■渋滞対策の流れ

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
に
よ
る
検
証

■山形県の主な事業箇所・事業内容

国道112号旅篭町交差点
（山形県 山形市）

<<右折レーンの新設を予定 >>

は た ご ま ち

至 山形市街

至 霞城公園
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4-2．アンケート結果箇所

■バス・トラック事業者からのアンケート結果箇所

７１箇所 ９８箇所

うち主要渋滞箇所 ４０箇所

○県内のバス・トラック事業者および観光団体等からのアンケート結果箇所（区間計上含む）を「主な交
差点」ベースで抽出
・県内のバス・トラック事業者 ：９８箇所 ⇒ うち４０箇所が主要渋滞箇所に該当
・県内の観光団体等 ：６８箇所 ⇒ うち２０箇所が主要渋滞箇所に該当

○従来の対策に加え、ピンポイント対策を積極的に実施していく

■観光団体等からのアンケート結果箇所

４２箇所 ６８箇所

うち主要渋滞箇所 ２０箇所

アンケート結果に含まれる
主な交差点を抽出

※県外のアンケート結果を除く

（区間計上もあり）

（区間計上もあり）

※H30.2 地域WG資料より抜粋 一部修正加筆

アンケート結果に含まれる
主な交差点を抽出
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4-3．アンケート結果箇所の速度分析

○県内でも交通量が多い国道13号「飯田二丁目交差点～平清水交差点」の速度状況を分析
○特に、下り方向の7時～8時台で飯田二丁目交差点～小立交差点南側で速度低下が発生
○交通容量に対し需要が超過しており、関係機関との対策検討、調整を今後予定

■国道13号速度状況 （飯田二丁目交差点～平清水交差点）

※ETC2.0プローブデータより算出（H29.1～H29.12）

小立交差点：平日朝8時頃の渋滞状況

米沢方面

【イメージ図】
20km/h未満
20-30km/h
30-40km/h
40km/h以上

速度凡例
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4-4．渋滞対策

○H30実施予定箇所は、下表のとおり

○今後、H31以降の候補箇所のリストアップを行い、第2回渋滞協で報告予定

箇所 市町村 主な渋滞要因 対策(案)

①国道112号 旅篭町交差点

（主要渋滞箇所）

山形市 右折車線がなく、右折待ち車両により

直進車両を阻害

右折ポケット設置

（H30実施予定）

②国道112号 下条五叉路交差点

（主要渋滞箇所）

山形市 右折車線がなく、右折待ち車両により

直進車両を阻害

右折車両の待機位置明示

（H30実施予定）

■ピンポイント渋滞対策「H30実施予定箇所」

■広報による渋滞対策「H30実施予定」

箇所 主な渋滞要因 対策(案)

③赤川花火大会時の会場までのアクセスルート 見物客の集中による交通渋滞 渋滞状況の広報による

出発時刻の分散
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≪位置図≫

≪広域図≫

≪説明図≫

山形県山形市
国道１１２号

山形県

●主要渋滞箇所

右折ポケットの設置

は た ご ま ち

対策前

対策後

市道 至 山形駅

国道112号
至 山形市役所

県道山形朝日線
至 霞城公園

国道112号 至 寒河江市

旅篭町交差点

右折ポケットの設置：約１５ｍ
（合わせて車線幅員を3.0mに縮小）

山形市
山形駅

北山形駅

霞城公園

東金井駅

山形北IC

山形蔵王IC

山形中央IC

羽前千歳駅

山形市役所

至 中山町

至

仙
台
市

至 長井市 至 南陽市

至 寒河江市

旅篭町交差点

旅篭町交差点

至 霞城公園

至 山形市役所

右折車による直進車の阻害

右折車

①国道112号 旅篭町交差点

■国道112号 旅篭町交差点 （平成30年度実施予定）
※都計道とのスケジュール調整のうえ今秋実施予定

市道 至 山形駅

国道112号 至 寒河江市

国道112号
至 山形市役所

県道山形朝日線
至 霞城公園

横断図

※1：融雪設備有

8500
2000

3500 3500 750

※1

4250
750

4250 2000

※1

※1：融雪設備有

2000

500 3000 3000 5001500

※1

20005000 3500

8500

※1

横断図

◆右折車線がないために、右折待ち車両により
直進車両を阻害し渋滞が発生

背景画像：©NTT空間情報

至

山
形
上
山
Ｉ
Ｃ
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至

中
山

至 霞城

延命寺 市道

山形羽入線

写真

右折車待機位置の明示

②国道112号 下条五叉路交差点

■国道112号 下条五叉路交差点（平成30年度実施予定）

≪位置図≫

山形県山形市
国道１１２号

山形県

≪説明図≫

※対策内容について警察と調整済

下条五叉路交差点

至 霞城方面

至 中山

右折車による直進車の阻害

右折車

≪広域図≫

対策前

対策後

至

中
山

●主要渋滞箇所

下条五叉路交差点

山形市
山形駅

北山形駅

霞城公園

東金井駅

山形北IC

山形蔵王IC

山形中央IC

羽前千歳駅

山形市役所

至 中山町

至

仙
台
市

至 長井市

至

山
形
上
山
Ｉ
Ｃ

至 南陽市

至 寒河江市

下条五叉路交差点

交差点内の交通運
用状況を踏まえ、
最適化を図る

背景画像：©NTT空間情報

交差点内ゼブラ撤去

◆右折待ち車両により直進
車両を阻害し渋滞が発生

右折車の待機位置の変更
（縮小と前だし、カラー舗装）

右折車の待機位置の変更
（ドットライン、カラー舗装）
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③赤川花火大会時の対策内容（１）

（１）赤川花火大会の概要と開催時の渋滞状況

項目 内容

イベント名 第28回赤川花火大会

打ち上げ玉
数

約12,000発

開催場所
山形県鶴岡市 赤川河畔（羽黒橋～三川橋間）
国道112号沿い

開催日時 平成30年8月18日（土）19:15～21:00

観光者数 約330,000人（平成29年度）

駐車場

臨時駐車場あり（無料／約2,800台）
・鶴岡中央工業団地
・櫛引総合運動公園・鶴岡市櫛引庁舎・水沢
※臨時駐車場の利用時間は14：00～23：00

■第28回赤川花火大会の概要

◆渋滞対策推進協議会（庄内地域WG）における
赤川花火大会への対応

平成29年度は渋滞状況を把握するためのデー

タ分析と対策の立案を実施。今年度は、赤川花火
実行委員会と連携し、対策を実施するとともに効
果検証を行います。

○庄内地域では、毎年8月に「赤川花火大会」が開催され、県内外から多くの見物客が来訪する。
○国道112号月山道路では、見物客の集中による交通渋滞が発生している。

■赤川花火大会当日の交通状況（H29.8.19）

0
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平
均
速
度
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100

15 17 19 21 23 1 3 5 7 9 11 13

平
均
速
度

◆月山第二トンネル付近の旅行速度状況

（行き | 山形⇒鶴岡） （帰り | 鶴岡⇒山形）

【出典】ETC2.0プローブデータ（H29.8.19)月山第二トンネル区間

12時台～17時台は20km/h
程度まで速度低下

22時台～翌1時台は20km/h
程度まで速度低下

（km/h） （km/h）

時刻 時刻
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③赤川花火大会時の対策内容（２）
（２）交通渋滞緩和に向けた取り組み

○渋滞緩和への方策：月山道路への交通集中を緩和するために行き・帰りの出発時刻の分散を促す。
○対策メニュー：鶴岡市内の施設での割引サービスと渋滞状況の広報を兼ねたチラシを作成。

渋滞緩和のための広報チラシ作成

早めに到着、ゆっくり帰宅する際の
市内の割引サービス等を紹介

渋滞状況
の周知

行き・帰りのおすすめ出発時刻の案内
【時間分散対策】

◆表面：R112月山道路の渋滞状況と混雑回避情報 ◆裏面：割引サービス等が受けられる施設情報

月山道路を利用して花
火大会へのアクセスが
想定される、山形市内、
仙台市内、鶴岡市内の
公共施設等でのチラシ
を配布予定

【配布先】
① 公共施設：県庁、市役所、

区役所、国道事務所
② 休憩施設：道の駅、SA・PA
③ 割引サービス等提供施設
④ その他：バスターミナル等

赤川花火大会実行員会と
連携して取り組みを推進



5. まとめ
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5. まとめ

【協議会としての取り組み方針】
○簡易な対策も視野に入れた継続的な取り組み

交差点改良等の道路構造の改良を伴う対策のみに限定させず、簡易で早期に取り組み可
能なピンポイント対策やソフト対策を積極的に実施。

○道路ネットワークの補完も視野に入れた渋滞対策の検討

面的に渋滞が広がる地域や簡易な対策が困難な地域では、代替路線となる道路ネット
ワークの確保も視野に入れながら、交通需要の分散を図ることを実施。

○トラック・バス・ハイヤー・観光等の利用者団体との連携強化
利用者目線での意見を頂きながら、渋滞対策を実施。

○地域特有の課題への対応
山形県における地域特有の課題『４つの柱』 （課題①：冬期の低速走行区間の拡大、課題

②：観光渋滞、課題③：大型店舗等立地による低速走行区間拡大、課題④：高速道路の整
備に伴う周辺の道路交通の課題）に対し、道路管理者・交通管理者・関連団体で連携を図
り、ハード・ソフトの両面から対策を実施
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